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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ の 第 １ の 長 辺 お よ び 第 ２ の 長 辺 が そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （  
２ ） で 形 成 さ れ る ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） と 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） の 第 １ の 短 辺 お よ び ／  
ま た は 第 ２ の 短 辺 上 で ピ ボ ッ ト 可 能 で 、 関 節 で つ な が れ た 少 な く と も １ つ の リ ー フ レ ッ ト  
（ ３ 、 ４ ） と 、 前 記 少 な く と も １ つ の リ ー フ レ ッ ト （ ３ 、 ４ ） 上 で ピ ボ ッ ト し 、 関 節 で つ  
な が れ た 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６ ） と を 備 え る 折 畳 み 留 め 金 タ イ プ の ブ レ ス レ ッ  
ト 留 め 金 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６ ） は 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ）  
の 上 に 折 り 畳 ま れ 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） お よ び 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６  
） に 影 響 を 及 ぼ し て 、 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６ ） を 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ）  
に 引 っ 掛 け 、 次 に 外 す こ と が で き る ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 と 結 合 さ れ た 撓  
み 部 材 に 応 答 し て そ の 上 に 維 持 さ れ る よ う に な さ れ る 、 ブ レ ス レ ッ ト 留 め 金 に お い て 、 前  
記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） が 、 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） に 結 合 さ れ  
た 第 １ の 開 口 （ １ １ ） お よ び 第 ２ の 開 口 （ １ ２ ） を 備 え 、 し た が っ て そ れ ら が 前 記 撓 み 部  
材 を 構 成 し 、 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） の 各 々 に 、 前 記 留 め 金 に  
対 し て 横 方 向 に 同 時 に 圧 力 が 加 え ら れ る と 、 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー  
（ ２ ） が 弾 性 変 形 し 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） の 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６ ）  
の ボ ル ト 締 め を 解 除 し て 、 着 用 者 が 前 記 留 め 金 を 開 く こ と を 可 能 に し 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （  
１ ０ ） は 、 前 記 着 用 者 の 手 首 と 相 対 す る よ う に 配 置 さ れ る 面 を さ ら に 備 え 、 前 記 第 １ の ス  
パ ー （ １ ） 及 び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） は 、 前 記 面 と 一 体 的 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ブ  

請求項の数　14　外国語出願　（全11頁）
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レ ス レ ッ ト 留 め 金 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 が 、 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー （ ５ 、 ６ ）  
が 保 持 す る 少 な く と も 第 １ の フ ッ ク （ １ ５ ） お よ び 第 ２ の フ ッ ク （ １ ６ ） を 備 え 、 前 記 少  
な く と も 第 １ の フ ッ ク （ １ ５ ） お よ び 第 ２ の フ ッ ク （ １ ６ ） が 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の ス パ  
ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） が 保 持 す る 少 な く と も 第 １ の ボ ル ト （ １ ３ ） お よ び 第  
２ の ボ ル ト （ １ ４ ） 上 で ク リ ッ プ さ れ る よ う に な さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） が 、 そ れ ぞ れ 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス  
（ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ８ ） を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載  
の 留 め 金 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ボ ル ト （ １ ３ ） お よ び 第 ３ の ボ ル ト （ １ ３ ’ ） が 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （  
７ ） の 両 側 に 置 か れ 、 前 記 第 ２ の ボ ル ト （ １ ４ ） お よ び 第 ４ の ボ ル ト （ １ ４ ’ ） が 前 記 第 ２  
の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ８ ） の 両 側 に 置 か れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 （ １ １ ） お よ び 第 ２ の 開 口 （ １ ２ ） が 、 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） の 長 さ  
よ り 短 く 、 ま た 、 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ８ ） お  
よ び 前 記 第 １ の ボ ル ト （ １ ３ ） お よ び 第 ２ の ボ ル ト （ １ ４ ） の 全 体 の 長 さ よ り 長 い 長 さ を  
有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の ボ ル ト （ １ ３ ） 、 第 ２ の ボ ル ト （ １ ４ ） 、 第 ３ の ボ ル ト （ １ ３ ’ ） お よ び 第 ４  
の ボ ル ト （ １ ４ ’ ） 、 な ら び に 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー  
ス （ ８ ） が 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） と ワ ン ピ ー ス の 要 素 を 形 成 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 留  
め 金 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 留 め 金 が 、 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ８ ） の  
最 大 移 動 を 制 限 す る た め に 、 ま た 、 塑 性 変 形 閾 値 を 超 え な い よ う 、 前 記 第 １ の ス パ ー （ １  
） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） の 変 形 を 制 限 す る た め に 、 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第  
２ の ス パ ー （ ２ ） の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ  
ュ ピ ー ス （ ８ ） に 圧 力 が 加 え ら れ る と リ ブ （ １ ７ 、 １ ８ ） と 協 働 す る よ う に な さ れ た 支 持  
要 素 （ ７ ’ 、 ８ ’ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ ブ （ １ ７ 、 １ ８ ） が 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） と 一 体 で あ り 、 前 記 第 １ の 開 口 （ １  
１ ） お よ び 第 ２ の 開 口 （ １ ２ ） の 直 ぐ 近 く に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記  
載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ ７ ’ 、 ８ ’ ） が 前 記 第 １ の ス パ ー （ １ ） お よ び 第 ２ の ス パ ー （ ２ ） と 一 体  
で あ り 、 前 記 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ７ ） お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス （ ８ ） の 背 面 に 置  
か れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ ７ ’ 、 ８ ’ ） が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 留 め 金 の 内 側 に 向 か っ て 配 向 さ れ た 下 部  
傾 斜 平 面 （ ８ ０ 、 ８ １ ） を 有 し 、 前 記 下 部 傾 斜 平 面 （ ８ ０ 、 ８ １ ） が 前 記 リ ブ （ １ ７ 、 １  
８ ） と 協 働 す る よ う に な さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ ７ ’ 、 ８ ’ ） が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 留 め 金 の 外 側 に 向 か っ て 配 向 さ れ 、 前 記  
カ バ ー （ ５ 、 ６ ） と 協 働 す る よ う に な さ れ た 上 部 傾 斜 平 面 （ ８ ２ 、 ８ ３ ） を 備 え る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 １ ２ 】



10

20

30

40

50

JP 7672467 B2 2025.5.7(3)

　 前 記 ベ ー ス 要 素 （ １ ０ ） 、 前 記 リ ー フ レ ッ ト （ ３ 、 ４ ） 、 な ら び に 前 記 カ バ ー （ ５ 、 ６  
） が セ ラ ミ ッ ク 充 填 塑 性 材 料 で で き て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 カ バ ー （ ５ 、 ６ ） は 、 第 １ の カ バ ー （ ５ ） 及 び 第 ２ の カ バ ー （ ６ ） を 含 み 、 ブ レ ス レ  
ッ ト の ス ト ラ ン ド ま た は リ ン ク が 前 記 第 １ の カ バ ー （ ５ ） の 複 数 の 端 部 （ ５ ０ ） の う ち の  
１ つ に 固 定 さ れ る こ と 、 ま た 、 前 記 ブ レ ス レ ッ ト の ス ト ラ ン ド ま た は リ ン ク が 前 記 第 ２ の  
カ バ ー の 複 数 の 端 部 （ ６ ０ ） の う ち の １ つ に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 留 め 金 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 単 一 の ス ト ラ ン ド が 前 記 第 １ の カ バ ー （ ５ ） の 前 記 複 数 の 端 部 （ ５ ０ ） の う ち の １ つ 、  
お よ び 前 記 第 ２ の カ バ ー （ ６ ） の 前 記 複 数 の 端 部 （ ６ ０ ） の う ち の １ つ に 固 定 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 留 め 金 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ つ の リ ー フ レ ッ ト を 装 着 し た も の で あ れ 、 あ る い は 単 一 の リ ー フ レ ッ ト を  
装 着 し た も の で あ れ 、 折 畳 み 留 め 金 タ イ プ の 留 め 金 の 分 野 に 関 し 、 こ の 、 ま た は こ れ ら の  
リ ー フ レ ッ ト は 、 ベ ー ス 要 素 上 で 関 節 で つ な が れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 折 畳 み バ ッ ク ル ・ タ イ プ の 留 め 金 は 従 来 技 術 で 知 ら れ て お り 、 前 記 留 め 金 は 、 そ の 第 １  
の 長 辺 お よ び 第 ２ の 長 辺 が そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー で 形 成 さ れ る 実 質 的  
に 長 方 形 の ベ ー ス 要 素 と 、 前 記 ベ ー ス 要 素 の 第 １ の 側 お よ び 第 ２ の 側 で ピ ボ ッ ト 可 能 で 、  
関 節 で つ な が れ た 第 １ の リ ー フ レ ッ ト お よ び 第 ２ の リ ー フ レ ッ ト と を 備 え 、 前 記 リ ー フ レ  
ッ ト は 、 前 記 ベ ー ス 要 素 の 上 に 折 り 畳 ま れ 、 前 記 ベ ー ス 要 素 お よ び 前 記 リ ー フ レ ッ ト に 影  
響 を 及 ぼ し て 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の リ ー フ レ ッ ト お よ び 第 ２ の リ ー フ レ ッ ト を 前 記 ベ ー ス  
要 素 に 引 っ 掛 け 、 次 に 外 す こ と が で き る ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 と 結 合 さ れ  
た 弾 性 デ バ イ ス に 応 答 し て そ の 上 に 維 持 さ れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 文 献 Ｅ Ｐ １ ９ ２ ５ ２ ２ ７ は 、 ベ ー ス で 形 成 さ れ た 留 め 金 、 お よ び ベ ー ス の 上 に 折 り 畳 ま  
れ 、 １ つ ま た は ２ つ の コ イ ル ば ね か ら 構 成 さ れ た 弾 性 デ バ イ ス に 応 答 し て そ の 上 に 維 持 さ  
れ る よ う に な さ れ た ２ つ の リ ー フ レ ッ ト を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 、 ま た は こ れ ら の ば ね を 回 避 し 、 留 め 金 の 構 造 を 単 純 に す る た め に 、 文 献 Ｃ Ｈ ７ ０  
３ ２ ９ ４ は 、 ２ つ の リ ー フ レ ッ ト を 折 り 込 み 、 ベ ー ス 要 素 を 形 成 し て い る ス パ ー に 含 ま れ  
る 弾 性 の 作 用 に よ っ て 引 っ 掛 け ら れ た 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る ベ ー ス 要 素 か ら 構 成 さ  
れ た 留 め 金 を 提 案 し て い る 。 ス パ ー と 一 体 で 形 成 さ れ た プ ッ シ ュ ピ ー ス を 押 す こ と に よ り  
、 リ ー フ レ ッ ト が 何 ら か の 引 っ 掛 け か ら 解 放 さ れ 、 留 め 金 を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 文 献 Ｃ Ｈ ７ ０ ３ ２ ９ ４ に よ っ て 提 案 さ れ て い る 解 決 法 で は 、 ベ ー ス 要 素 に 対 す る 良 好 な  
構 造 的 剛 性 を 保 証 す る こ と が で き ず 、 そ の 一 方 で 、 ベ ー ス 要 素 を 形 成 し て い る ス パ ー に 、  
リ ー フ レ ッ ト を ベ ー ス 要 素 の 上 に 適 切 に 保 持 す る た め に 必 要 な 弾 性 を 付 与 し 、 ま た 、 前 記  
ス パ ー に 力 が 加 え ら れ た 際 の 前 記 リ ー フ レ ッ ト の 解 放 を 許 容 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 Ｅ Ｐ １ ９ ２ ５ ２ ２ ７
【 文 献 】 Ｃ Ｈ ７ ０ ３ ２ ９ ４
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 と り わ け 、 従 来 技 術 の 留 め 金 の 様 々 な 欠 点 を 克 服 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 の 目 的 は 、 構 造 が 単 純 で 、 信 頼 性 が 高 く 、 そ の 一 方 で 不 本 意 な 開  
き を 回 避 す る 良 好 な 剛 性 を 有 す る 留 め 金 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の た め に 、 本 発 明 は 、 そ の 第 １ の 長 辺 お よ び 第 ２ の 長 辺 が そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー お よ  
び 第 ２ の ス パ ー で 形 成 さ れ る ベ ー ス 要 素 と 、 ベ ー ス 要 素 の 第 １ の 短 辺 お よ び ／ ま た は 第 ２  
の 短 辺 上 で ピ ボ ッ ト 可 能 で 、 関 節 で つ な が れ た 少 な く と も １ つ の リ ー フ レ ッ ト と 、 少 な く  
と も １ つ の リ ー フ レ ッ ト 上 で ピ ボ ッ ト し 、 関 節 で つ な が れ た 少 な く と も １ つ の カ バ ー と を  
備 え る 折 畳 み 留 め 金 タ イ プ の ブ レ ス レ ッ ト 留 め 金 に 関 し 、 少 な く と も １ つ の カ バ ー は 、 ベ  
ー ス 要 素 の 上 に 折 り 畳 ま れ 、 ベ ー ス 要 素 お よ び 少 な く と も １ つ の カ バ ー に 影 響 を 及 ぼ し て  
、 少 な く と も １ つ の カ バ ー を ベ ー ス 要 素 に 引 っ 掛 け 、 次 に 外 す こ と が で き る ボ ル ト 締 め お  
よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 と 結 合 さ れ た 撓 み 部 材 に 応 答 し て そ の 上 に 維 持 さ れ る よ う に な さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ベ ー ス 要 素 は 、 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー に 結 合 さ れ た 第 １ の  
開 口 お よ び 第 ２ の 開 口 を 備 え 、 し た が っ て そ れ ら は 撓 み 部 材 を 構 成 し 、 ス パ ー の 各 々 に 、  
留 め 金 に 対 し て 横 方 向 に 同 時 に 圧 力 が 加 え ら れ る と 、 ス パ ー が 弾 性 変 形 し 、 ベ ー ス 要 素 の  
少 な く と も １ つ の カ バ ー の ボ ル ト 締 め を 解 除 し て 、 着 用 者 が 留 め 金 を 開 く こ と を 可 能 に す  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 有 利 な 変 形 形 態 に よ れ ば 、
　 －   ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 は 、 少 な く と も １ つ の カ バ ー が 保 持 す る 少 な  
く と も 第 １ の フ ッ ク お よ び 第 ２ の フ ッ ク を 備 え 、 少 な く と も 第 １ の フ ッ ク お よ び 第 ２ の フ  
ッ ク は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー が 保 持 す る 少 な く と も 第 １ の ボ ル ト お  
よ び 第 ２ の ボ ル ト で ク リ ッ プ さ れ る よ う に な さ れ て い る 。
　 －   第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス お よ び 第 ２ の  
プ ッ シ ュ ピ ー ス を 保 持 す る 。
　 －   第 １ の ボ ル ト お よ び 第 ３ の ボ ル ト が 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス の 両 側 に 互 い に 隣 り 合 っ  
て 置 か れ 、 ま た 、 第 ２ の ボ ル ト お よ び 第 ４ の ボ ル ト が 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス の 両 側 に 置 か  
れ て い る 。
　 －   第 １ の 開 口 お よ び 第 ２ の 開 口 は 、 ベ ー ス 要 素 の 長 さ よ り 短 く 、 ま た 、 プ ッ シ ュ ピ ー  
ス お よ び ボ ル ト の 全 体 の 長 さ よ り 長 い 長 さ を 有 し て い る 。
　 －   第 １ の ボ ル ト 、 第 ２ の ボ ル ト 、 第 ３ の ボ ル ト お よ び 第 ４ の ボ ル ト 、 な ら び に 第 １ の  
プ ッ シ ュ ピ ー ス お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス は 、 ベ ー ス 要 素 と ワ ン ピ ー ス の 要 素 を 形 成 し  
て い る 。
　 －   留 め 金 は 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス の 最 大 移 動 を 制 限 す る た め に 、 ま た 、 塑 性 変 形 閾 値 を 超  
え な い よ う 、 ス パ ー の 変 形 を 制 限 す る た め に 、 ス パ ー の 上 に 配 置 さ れ 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス に  
圧 力 が 加 え ら れ る と リ ブ と 協 同 す る よ う に な さ れ た 支 持 要 素 を 備 え て い る 。
　 －   リ ブ は ベ ー ス 要 素 と 一 体 で あ り 、 開 口 の 直 ぐ 近 く に 形 成 さ れ て い る 。
　 －   支 持 要 素 は ス パ ー と 一 体 で あ り 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス の 背 面 に 置 か れ て い る 。
　 －   支 持 要 素 は 、 そ れ ぞ れ 、 留 め 金 の 内 側 に 向 か っ て 配 向 さ れ た 下 部 傾 斜 平 面 を 有 し 、  
下 部 傾 斜 平 面 は リ ブ と 協 同 す る よ う に な さ れ て い る 。
　 －   支 持 要 素 は 、 そ れ ぞ れ 、 留 め 金 の 外 側 に 向 か っ て 配 向 さ れ 、 カ バ ー と 協 同 す る よ う  
に な さ れ た 上 部 傾 斜 平 面 を 備 え て い る 。
　 －   ベ ー ス 要 素 、 第 １ の リ ー フ レ ッ ト お よ び 第 ２ の リ ー フ レ ッ ト 、 な ら び に 第 １ の カ バ  
ー お よ び 第 ２ の カ バ ー は セ ラ ミ ッ ク 充 填 塑 性 材 料 で で き て い る 。
　 －   第 １ の カ バ ー の 複 数 の 端 部 の う ち の １ つ は ブ レ ス レ ッ ト の 第 １ の ス ト ラ ン ド ま た は  



10

20

30

40

50

JP 7672467 B2 2025.5.7(5)

リ ン ク に 固 定 さ れ 、 ま た 、 第 ２ の カ バ ー の 複 数 の 端 部 の う ち の １ つ は ブ レ ス レ ッ ト の 第 ２  
の ス ト ラ ン ド ま た は リ ン ク に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 に よ る 留 め 金 を 装 着 し た ブ レ ス レ ッ ト に 同 じ く 関 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て な さ れ る 、 非 限 定 例 と し て 与 え  
ら れ て い る 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 め ば 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 分 解 斜 視 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 分 解 斜 視 底 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 閉 位 置 に お け る 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 内 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 外 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 留 め 金 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 折 畳 み 留 め 金 タ イ プ の ブ レ ス レ ッ ト 留 め 金 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 下 部 部 分 と い う 用 語 は 、 留 め 金 の う ち の 、 着 用 者 の 手 首 と 相 対 す る よ  
う に な さ れ た 部 分 を 意 味 し て お り 、 ま た 、 上 部 部 分 と い う 用 語 は 、 留 め 金 の う ち の 、 着 用  
者 が 外 部 か ら ア ク セ ス す る こ と が で き る よ う に な さ れ た 部 分 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 留 め 金 は 実 質 的 に 長 方 形 の ベ ー ス 要 素 １ ０ を 備 え て い る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ベ ー  
ス 要 素 １ ０ は 、 着 用 者 の 手 首 の 曲 率 に 適 合 す る よ う 、 僅 か な 曲 率 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ベ ー ス 要 素 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー １ お よ び 第 ２ の ス パ ー ２ に よ っ て 形 成 さ れ た  
第 １ の 長 辺 お よ び 第 ２ の 長 辺 を 備 え て い る 。 留 め 金 は 、 第 １ の リ ー フ レ ッ ト ３ お よ び 第 ２  
の リ ー フ レ ッ ト ４ を 同 じ く 備 え て お り 、 こ れ ら は 、 第 １ の バ ー ２ ０ お よ び 第 ２ の バ ー ２ １  
の 周 り で 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の そ れ ぞ れ 第 １ の 短 辺 お よ び 第 ２ の 短 辺 上 に ピ ボ ッ ト 可 能 に 取  
り 付 け ら れ て お り 、 か つ 、 関 節 で つ な が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 リ ー フ レ ッ ト ３ お よ び ４ は 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の 上 、 よ り 詳 細 に は 図 ４ に 示 さ れ て い る よ  
う に ベ ー ス 要 素 １ ０ の 内 側 に 折 り 畳 ま れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 留 め 金 は 、 カ バ ー と 一 体 の 接 続 要 素 ５ １ 、 ６ １ を 貫 通 し て い る バ ー ２ ２ 、 ２ ３ の 周 り で  
、 そ れ ぞ れ 第 １ の リ ー フ レ ッ ト ３ お よ び 第 ２ の リ ー フ レ ッ ト ４ 上 で ピ ボ ッ ト 可 能 で 、 関 節  
で つ な が れ た 第 １ の カ バ ー ５ お よ び 第 ２ の カ バ ー ６ を ま た 備 え て お り 、 カ バ ー ５ お よ び ６  
は ベ ー ス 要 素 １ ０ の 上 に 折 り 畳 ま れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 カ バ ー ５ お よ び ６ は 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ お よ び カ バ ー ５ 、 ６ に 影 響 を 及 ぼ し て 、 そ れ ぞ れ  
第 １ の カ バ ー ５ お よ び 第 ２ の カ バ ー ６ を ベ ー ス 要 素 １ ０ に 引 っ 掛 け 、 次 に 外 す こ と が で き  
る ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 と 結 合 さ れ た 弾 性 デ バ イ ス に 応 答 し て ベ ー ス 要 素  
１ ０ 上 の 折 畳 み 位 置 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ は 、 第 １ の ス パ ー １ お よ び 第 ２ の ス パ ー ２ に 結 合 さ れ  
、 か つ 、 第 １ の ス パ ー １ お よ び 第 ２ の ス パ ー ２ の ベ ー ス に 配 置 さ れ た 第 １ の 開 口 １ １ お よ  
び 第 ２ の 開 口 １ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 こ れ ら の 開 口 １ １ 、 １ ２ の お か げ で ス パ ー １ 、 ２ は 撓 み 部 材 を 形 成 し て お り 、 ス パ ー １  
、 ２ の 各 々 に 同 時 に 圧 力 が 加 え ら れ る と 、 ス パ ー １ 、 ２ が 弾 性 変 形 し 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の  
カ バ ー ５ 、 ６ の ボ ル ト 締 め を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 開 口 １ １ 、 １ ２ は 横 長 の 形 を 有 し て お り 、 ベ ー  
ス 要 素 １ ０ 中 へ の そ れ ら の 機 械 加 工 を 容 易 に し て い る 。 長 方 形 、 円 形 、 長 円 形 ま た は 他 の  
楕 円 形 な ど の 他 の 形 も 明 ら か に 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の カ バ ー ５ お よ び 第 ２ の カ バ  
ー ６ を ベ ー ス 要 素 １ ０ に 引 っ 掛 け 、 ま た 、 第 １ の カ バ ー ５ お よ び 第 ２ の カ バ ー ６ を ベ ー ス  
要 素 １ ０ か ら 外 す た め に 実 装 さ れ て い る 。 図 １ お よ び 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 ボ ル ト 締 め  
お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 は 、 第 １ の カ バ ー ５ が 保 持 す る 第 １ の フ ッ ク １ ５ お よ び 第 ２ の  
フ ッ ク １ ６ 、 お よ び 第 ２ の カ バ ー ６ が 保 持 す る 第 ３ の フ ッ ク １ ５ ’ お よ び 第 ４ の フ ッ ク １ ６  
’ を 備 え て お り 、 第 １ の フ ッ ク １ ５ お よ び 第 ２ の フ ッ ク １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の ス パ ー お  
よ び 第 ２ の ス パ ー １ 、 ２ が 保 持 す る 互 い に 反 対 側 の 第 １ の ボ ル ト １ ３ お よ び 第 ２ の ボ ル ト  
１ ４ に よ っ て ボ ル ト 締 め さ れ る よ う に な さ れ て お り 、 ま た 、 第 ３ の フ ッ ク １ ５ ’ お よ び 第 ４  
の フ ッ ク １ ６ ’ は 、 そ れ ぞ れ 、 同 じ く 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー １ 、 ２ が 保 持 す る 互  
い に 反 対 側 の 第 ３ の ボ ル ト １ ３ ’ お よ び 第 ４ の ボ ル ト １ ４ ’ に よ っ て ボ ル ト 締 め さ れ る よ う  
に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ボ ル ト １ ３ 、 １ ３ ’ お よ び １ ４ 、 １ ４ ’ は 、 ワ ン ピ ー ス 要 素 を 形 成 し 、 よ り 剛 直 な 留 め 金  
を 得 る た め に 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー １ 、 ２ の 上 に そ れ ぞ れ  
成 形 さ れ て い る 。 こ れ ら の ボ ル ト は ス パ ー １ 、 ２ の 上 部 部 分 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス パ ー １ お よ び ２ の 各 々 に 同 時 に 加 え ら れ る 横 方 向 の 圧 力 は 、 相 俟 っ て 、 ボ ル ト １ ３ お  
よ び １ ４ な ら び に ボ ル ト １ ３ ’ お よ び １ ４ ’ に 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の カ バ ー ５ と 一 体 の フ ッ ク  
１ ５ お よ び １ ６ 、 お よ び 第 ２ の カ バ ー ６ と 一 体 の フ ッ ク １ ５ ’ お よ び １ ６ ’ を 解 放 さ せ る こ  
と は 理 解 さ れ よ う 。 次 に 留 め 金 が 開 か れ る 。 ス パ ー の 各 々 に 加 え ら れ る 手 動 ア ク シ ョ ン を  
促 進 す る た め に 、 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス ８ が そ れ ぞ れ 第 １  
の ス パ ー １ お よ び 第 ２ の ス パ ー ２ の 上 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ボ ル ト １ ３ 、 １ ３ ’ お よ び １ ４ 、 １ ４ ’ は 、 図 ５ ｂ で 見 る こ と が で き る  
よ う に 、 展 開 す る 輪 郭 を 有 し て い る 。 ボ ル ト の 厚 さ は 、 ボ ル ト が プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ お よ び  
８ か ら 離 れ る に つ れ て 徐 々 に 薄 く な る 。 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 ス パ ー の 変 形 を 補 償 す る  
こ と が で き 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス か ら 離 れ る 方 向 の 移 動 を 少 な く す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ で 観 察 す る こ と が で き る よ う に 、 リ ブ １ ７ 、 １ ８ は ベ ー ス 要 素 １ ０ の 上 に 、 開 口 １  
１ 、 １ ２ の 直 ぐ 近 く に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の リ ブ １ ７ 、 １ ８ に よ り 、 一 方 で は ベ ー ス  
要 素 １ ０ を 硬 く す る こ と が で き 、 ま た 、 他 方 で は 、 ス パ ー が 変 形 し て 留 め 金 の ボ ル ト 締 め  
を 解 除 す る 際 の ス パ ー １ 、 ２ の た め の ス ト ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ が 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス の 背 面 の 、 留 め 金 の 内 側 に 面 し て い る ス  
パ ー の 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ は 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ 、 ８ に 圧  
力 が 加 え ら れ る と 、 リ ブ １ ７ 、 １ ８ と 協 同 す る よ う に な さ れ て い る 。 支 持 要 素 お よ び ス パ  
ー １ 、 ２ が リ ブ １ ７ 、 １ ８ と 協 同 す る こ と に よ り 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス の 最 大 移 動 の 範 囲 を 定  
め る こ と が で き 、 ま た 、 そ れ と 同 時 に 、 ス パ ー １ 、 ２ の 塑 性 変 形 閾 値 を 超 え な い よ う 、 そ  
れ ら の 変 形 を 制 限 す る こ と が で き る 。 着 用 者 が プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ 、 ８ を 押 す と 、 ス パ ー １  
、 ２ が 変 形 し て 、 ス パ ー の 下 部 垂 直 フ ラ ン ク が ベ ー ス 要 素 １ ０ の リ ブ １ ７ 、 １ ８ に 寄 り 掛  
か り 、 リ ブ １ ７ 、 １ ８ の 垂 直 フ ラ ン ク が ス ト ッ プ と し て 作 用 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ は 、 そ れ ぞ れ 、 留 め 金 の 内 側 に 向 か っ て 配 向 さ れ た 下 部 傾 斜 平 面 ８ ０  
、 ８ １ を 有 し 、 下 部 傾 斜 平 面 ８ ０ 、 ８ １ は 、 ス パ ー の 変 形 を 導 い て 、 ス パ ー の ね じ れ を 防  
止 す る た め に 、 リ ブ １ ７ 、 １ ８ の 上 部 部 分 と 協 同 す る よ う に な さ れ て い る こ と に ま た 留 意  
さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ に よ り 、 カ バ ー ５ 、 ６ は 、 留 め 金 が 開 く と ベ ー ス 要 素 １ ０ か ら  
離 れ る 方 向 に 移 動 す る こ と が で き 、 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ は 、 留 め 金 の 外 側 に 向 か っ て 配 向 さ  
れ 、 カ バ ー ５ 、 ６ と 協 同 す る よ う に な さ れ た 上 部 傾 斜 平 面 ８ ２ 、 ８ ３ を 備 え て い る 。 着 用  
者 が プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ 、 ８ を 押 す と 、 ス パ ー １ 、 ２ が 変 形 し 、 カ バ ー が ボ ル ト か ら 解 放 さ  
れ る と 、 支 持 要 素 ７ ’ 、 ８ ’ の 上 部 傾 斜 平 面 ８ ２ 、 ８ ３ が カ バ ー を ベ ー ス 要 素 １ ０ の 外 側 に  
向 か っ て 徐 々 に 導 く 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス ７ お よ び 第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス ８ も 同 じ く 第 １ の ス パ ー １ お よ び  
第 ２ の ス パ ー ２ の 上 に 成 形 さ れ 、 ボ ル ト １ ３ 、 １ ３ ’ お よ び １ ４ 、 １ ４ ’ の 個 々 の 対 の 間 に  
置 か れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 有 利 に は 、 第 １ の 開 口 １ １ お よ び 第 ２ の 開 口 １ ２ は 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の 長 さ よ り 短 く 、  
ま た 、 プ ッ シ ュ ピ ー ス お よ び ボ ル ト の 全 体 の 長 さ よ り 長 い 長 さ を 有 し て い る 。 こ の よ う な  
構 成 に よ り 、 偶 然 に 開 く 危 険 を 少 な く す る こ と が で き 、 そ の 一 方 で 、 着 用 者 が 留 め 金 を 開  
く こ と を 希 望 し た 場 合 に 、 留 め 金 の ボ ル ト 締 め を 容 易 に 解 除 す る た め の ス パ ー １ 、 ２ の 十  
分 な 弾 性 変 形 を 許 容 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 留 め 金 を ボ ル ト 締 め す る た め に 、 着 用 者 は 、 フ ッ ク １ ５ 、 １ ６ 、 １ ５ ’ 、 １ ６ ’ と ボ ル ト  
１ ３ 、 １ ４ 、 １ ３ ’ 、 １ ４ ’ を 係 合 さ せ る べ く 、 カ バ ー ５ 、 ６ を ベ ー ス 要 素 １ ０ に 向 か っ て  
折 り 畳 む 。 ボ ル ト は 、 ボ ル ト 上 へ の フ ッ ク の 係 合 を 容 易 に す る た め に 傾 斜 を 有 し て お り 、  
し た が っ て ベ ー ス 要 素 １ ０ 上 を 漸 進 的 に カ バ ー を 導 く こ と が で き 、 次 に 、 カ バ ー ５ 、 ６ が  
ベ ー ス 要 素 １ ０ に 押 し 付 け ら れ る と 、 ス パ ー １ 、 ２ を 漸 進 的 に 変 形 さ せ て 押 し 戻 す こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ッ ク が ボ ル ト 上 に 係 合 さ れ 、 す な わ ち ク リ ッ プ さ れ る と 、 ス パ ー １ 、 ２ は そ れ ら の 休  
止 位 置 に 戻 り 、 カ バ ー ５ 、 ６ が ベ ー ス 要 素 １ ０ の 上 に ボ ル ト 締 め さ れ る 。 フ ッ ク を ボ ル ト  
の 上 に ク リ ッ プ す る こ と に よ り 、 留 め 金 を 閉 じ る と 着 用 者 が 知 覚 す る こ と が で き る ノ ッ チ  
を 得 る こ と が で き 、 留 め 金 が 適 切 に ボ ル ト 締 め さ れ て い る こ と を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 に は 示 さ れ て い な い が 、 ブ レ ス レ ッ ト の 第 １ の ス ト ラ ン ド ま た は 第 １ の リ ン ク は 、 第  
１ の カ バ ー ５ の 複 数 の 端 部 ５ ０ の う ち の １ つ に 固 定 さ れ て い る こ と 、 ま た 、 ブ レ ス レ ッ ト  
の 第 ２ の ス ト ラ ン ド ま た は 第 ２ の リ ン ク は 、 第 ２ の カ バ ー ６ の 複 数 の 端 部 ６ ０ の う ち の １  
つ に 固 定 さ れ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 留 め 金 を 構 成 し て い る 様 々 な 要 素 は 、 塑 性 材 料 、 好 ま し く は セ ラ ミ ッ ク 粒 子 が 充 填 さ れ  
た 塑 性 材 料 で で き て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 留 め 金 を 製 造 す る た め の 他 の 材 料 と し て 、 例 え ば 金 属 ま た は 金 属 合 金 な ど も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 図 ６ に 示 さ れ て い る 単 一 の リ ー フ レ ッ ト お よ び 単 一 の カ バ ー を 有 す る  
同 様 の 留 め 金 を 使 用 す る の は 特 に 難 し く な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 さ れ て い る こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 留 め 金 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の ス パ ー １ お よ び  
第 ２ の ス パ ー ２ に よ っ て 形 成 さ れ た 第 １ の 長 辺 お よ び 第 ２ の 長 辺 を 備 え た ベ ー ス 要 素 １ ０  
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を 備 え て い る 。 留 め 金 は 、 バ ー ２ ０ の 周 り で 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の 第 １ の 短 辺 ま た は 第 ２ の  
短 辺 上 に ピ ボ ッ ト 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 関 節 で つ な が れ た リ ー フ レ ッ ト ３ を 備 え て  
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 リ ー フ レ ッ ト ３ は 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ の 上 、 よ り 詳 細 に は ベ ー ス 要 素 １ ０ の 内 側 に 折 り 畳  
ま れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 留 め 金 は 、 カ バ ー と 一 体 の 接 続 要 素 を 貫 通 し て い る バ ー ２ ２ の 周 り で 、 リ ー フ レ ッ ト ３  
上 で ピ ボ ッ ト 可 能 で 、 関 節 で つ な が れ た カ バ ー ５ も 備 え て お り 、 カ バ ー ５ は ベ ー ス 要 素 １  
０ の 上 に 折 り 畳 ま れ る よ う に な さ れ て い る 。 ス ト ラ ン ド ま た は リ ン ク は ベ ー ス 要 素 １ ０ に  
固 定 さ れ 、 ま た 、 別 の ス ト ラ ン ド ま た は リ ン ク は カ バ ー の 複 数 の 端 部 ５ ０ の う ち の １ つ に  
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 カ バ ー は 、 ベ ー ス 要 素 １ ０ お よ び カ バ ー に 影 響 を 及 ぼ し て 、 カ バ ー を ベ ー ス 要 素 １ ０ に  
引 っ 掛 け 、 次 に 外 す こ と が で き る ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 と 結 合 さ れ た 弾 性  
デ バ イ ス に 応 答 し て ベ ー ス 要 素 １ ０ 上 の 折 畳 み 位 置 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ボ ル ト 締 め お よ び ボ ル ト 締 め 解 除 機 構 は 、 カ バ ー が 保 持 す る 少 な く と も 第 １ の フ ッ ク １  
５ お よ び 第 ２ の フ ッ ク １ ６ を 備 え て お り 、 第 １ の ス パ ー お よ び 第 ２ の ス パ ー １ 、 ２ が 保 持  
す る 互 い に 反 対 側 の 第 １ の ボ ル ト １ ３ お よ び 第 ２ の ボ ル ト １ ４ に よ っ て そ れ ぞ れ ボ ル ト 締  
め さ れ る よ う に な さ れ て い る 。 ボ ル ト 締 め 機 構 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の 縦 方 向 の ス パ ー お よ  
び 第 ２ の 縦 方 向 の ス パ ー １ 、 ２ が 保 持 す る 互 い に 反 対 側 の 第 ３ の ボ ル ト １ ３ ’ お よ び 第 ４ の  
ボ ル ト １ ４ ’ に よ っ て ボ ル ト 締 め さ れ る よ う に な さ れ た 第 ３ の フ ッ ク １ ５ ’ お よ び 第 ４ の フ  
ッ ク １ ６ ’ を 同 じ く 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 に よ る 留 め 金 を 装 着 し た ブ レ ス レ ッ ト に 同 じ く 関 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 に よ る 留 め 金 を 装 着 し た 時 計 に 同 じ く 関 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １   第 １ の ス パ ー
　 ２   第 ２ の ス パ ー
　 ３   第 １ の リ ー フ レ ッ ト
　 ４   第 ２ の リ ー フ レ ッ ト
　 ５   第 １ の カ バ ー
　 ６   第 ２ の カ バ ー
　 ７   第 １ の プ ッ シ ュ ピ ー ス
　 ８   第 ２ の プ ッ シ ュ ピ ー ス
　 ７ ’ 、 ８ ’   支 持 要 素
　 １ ０   ベ ー ス 要 素
　 １ １   第 １ の 開 口
　 １ ２   第 ２ の 開 口
　 １ ３   第 １ の ボ ル ト
　 １ ３ ’   第 ３ の ボ ル ト
　 １ ４   第 ２ の ボ ル ト
　 １ ４ ’   第 ４ の ボ ル ト
　 １ ５   第 １ の フ ッ ク
　 １ ５ ’   第 ３ の フ ッ ク
　 １ ６   第 ２ の フ ッ ク
　 １ ６ ’   第 ４ の フ ッ ク
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　 １ ７ 、 １ ８   リ ブ
　 ２ ０   第 １ の バ ー
　 ２ １   第 ２ の バ ー
　 ２ ２ 、 ２ ３   バ ー
　 ５ ０   第 １ の カ バ ー の 端 部
　 ６ ０   第 ２ の カ バ ー の 端 部
　 ５ １ 、 ６ １   接 続 要 素
　 ８ ０ 、 ８ １   下 部 傾 斜 平 面
　 ８ ２ 、 ８ ３   上 部 傾 斜 平 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ ａ 】 【 図 ５ ｂ 】

【 図 ６ 】



10

JP 7672467 B2 2025.5.7(11)

フロントページの続き

(72)発明者　 ティム・グロージャン
スイス国・２５０２・ビエンヌ・ヤーコブ－シュテンプフリー・１１８

審査官　 東  勝之
(56)参考文献 特開昭６３－０６５８０２（ＪＰ，Ａ）

中国特許出願公開第１０３０９６７５２（ＣＮ，Ａ）
特開平１０－１９２０１５（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０２０／２２５６５４（ＷＯ，Ａ１）
仏国特許出願公開第０２７８２２５０（ＦＲ，Ａ１）
中国特許出願公開第１０９９６５４６４（ＣＮ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ４４Ｃ      ５／１８
Ａ４４Ｃ      ５／２４
Ａ４４Ｂ    １１／０６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

